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　脳と情報技術の融合の最前線に立つ
研究者が旬の話題を、クリアな語り口で
紹介する。最新の研究を構造化して整
理しており、とても読読みやすい。イーロ
ン・マスク創業の米NeuralinkのBMI
（ブレイン・マシン・インタフェース）など
幅広い話題を取りあげる。
　本書が取りあげる話題は、脳と脳をコ
ンピュータを介してつなぐ、脳にセンサー
を埋め込む、BMI、脳と人工知能の融
合、脳とインターネットの結合などと幅
広い。驚かされる研究や動物実験が数
多く紹介されている。
　筆者は東京大学の「ERATO 池谷AI
融合プロジェクト」の創設者とメンバー。
ERATOは脳の未知の能力を人工知能
を用いて開発することで、脳の潜在性の
臨界点を探るとするプロジェクトである。
動きの早い分野なので内容の陳腐化が
気になるが、可能な限り直近の話題を
取り上げようとする著者の姿勢は好感
が持てる。

　量子コンピュータに注目が集まってい
るが、その仕組みは理解しづらい。筆者

は、量子力学の科学史的な歩みを丹念
な取材で描き出す。登場するのはアイン
シュタインやシュレジンガー、ハイゼルベ
ルグ、ファインマンなど多士済々。本書を
読んでも量子コンピュータ（量子力学）の
原理を理解できるようにならないが、理
解できなくても仕方がないことが分かる。
　筆者は、なぜ量子力学にクリアな説明
が存在しないかを、文献や取材に基づき
明らかにする。元凶は、量子力学の正統
的説明とされる「コペンハーゲン解釈」に
対する論争を物理学者たちがタブー視し
たこと。量子力学は半導体開発などにお
ける計算ツール（シミュレーション・ツー
ル）として実に役立つ。実験と実用性を重
んじる米国の物理学会にマッチした。細
かいことを言わず、「黙って計算しろ」とい
う訳である。

　モバイル決済代行サービスを手がけ
るスクア（Square）の共同創業者が綴
る起業論。筆者は、自らの経験だけでは
なく他社の成功例から共通する法則を
見出し、「スタートアップ必勝論」を展開
する。
　ビジネスを成功に導くのは、既存の方
法では対応できない問題を解決するイノ
ベーション（発明）を積み重ねる「イノ
ベーションスタック」を深くすること。深け
れば深いほど、競争優位な立場を築くこ

とができる。スタートアップが成功する秘
訣は解決したい課題にすばやく手をつ
け、イノベーションにつなげること。一つ
のイノベーションは無理や課題を引き起
こす。それを解決するために、別のイノ
ベーションが必要になる。こうしてイノ
ベーションスタックを築く。イノベーショ
ンスタックは計画ではなく、生死にかか
わる脅威に対する一連の対応だとする。

　温室効果ガス ゼロを2050年に達す
るために、技術・市場・政策面で行うべき
ことを論じた書。市場と政策、技術は互
いに補完し、この3つのレバーは「すべて
同時に、同じ方向に引く必要がある」とす
る。2050年に目標を置き、バックキャスト
で議論を展開する。2030年時点で削減
効果が見込めても、誤った形で適用する
と2050年の目標達成の足かせになりか
ねない技術や政策は「不可」と断じる。
　キーワードの一つは「グリーンプレミア
ム」である。温室効果ガスを排出する既
存技術を使った場合と排出ゼロの新技
術を使った場合のコスト差を指す。現在
の温室効果ガスの排出量は年間510億
トン。これを構成する「電気を使う」「もの
をつくる」「ものを育てる」「移動する」「冷
やしたり暖めたりする」ごとに、グリーンプ
レミアムを小さくする技術を特定し、実現
可能性に言及する。
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